
「
金
を
中
心
と
す
る
佐
渡
鉱
山
の
遺
産
群
」
が

　
　
　
正
式
に
世
界
遺
産
の
国
内
候
補
と
な
り
ま
し
た
。

繁
殖
に
む
け
て
羽
色
が
変
化

　
１
月
２
日
、
佐
渡
市
に
生
息
す
る
ト
キ
の

内
、
メ
ス
１
羽
に
繁
殖
期
入
り
を
示
す
羽
色

の
変
化
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ト
キ
は
繁
殖
期
に
な
る
と
、
首
の
辺
り
か

ら
出
る
黒
灰
色
の
物
質
を
体
に
こ
す
り
付
け

て
黒
灰
色
の
姿
に
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
方
法
で
羽
根
の
色
を
変
化
さ
せ
る
の
は
ト

キ
特
有
の
も
の
で
、
黒
く
な
っ
た
羽
は
繁
殖

可
能
な
状
態
を
表
す
と
と
も
に
、
巣
で
卵
を

抱
く
時
に
保
護
色
の
役
割
を
果
た
す
と
も
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
月
頃
か
ら
羽
の
色
が

生
殖
羽
の
黒
灰
色
に
変
わ
り
、
枝
渡
し
な
ど

の
求
愛
行
動
を
経
て
３
月
頃
に
産
卵
が
始
ま

り
ま
す
。

　
昨
年
は
佐
渡
島
内
に
お
い
て
６
組
の
ペ
ア

が
営
巣
し
、
そ
の
う
ち
５
組
で
産
卵
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
が
、
孵
化
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
３
月
か
ら
６
月
は
ト
キ
の
繁
殖
期
で
、
ト

キ
が
最
も
神

経
質
に
な
る

季
節
で
す
。

ト
キ
を
観
察

す
る
と
き
は

遠
く
か
ら
ト

キ
を
驚
か
せ

な
い
よ
う
静

か
に
見
守
り

ま
し
ょ
う
。

新
潟
で
ト
キ
の
死
骸
確
認

　
平
成
22
年
12
月
27
日
、
新
潟
市
西
蒲
区

越
前
浜
の
巻
漁
港
に
お
い
て
ト
キ
１
羽

（
第
３
回
放
鳥
、
４
歳
メ
ス
）
の
死
骸
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
新
潟
県
中
央
家
畜
保

健
衛
生
所
で
実
施
し
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
遺
伝
子
検
査
（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
）
結
果

は
陰
性
で
し
た
。
放
鳥
さ
れ
た
ト
キ
の
死

骸
確
認
は
今
回
で
２
例
目
と
な
り
ま
す
。

　
１
月
20
日
現
在
、
佐
渡
島
内
で
20
羽
、

本
州
で
４
羽
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
チ
ー
ム
が
ト
キ
の
生
態
な
ど
を
調

べ
る
た
め
の
追
跡
・
確
認
・
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
ト
キ
は
広
い
範
囲
を
飛
ぶ

た
め
、
市
民
や
観
察
者
の
皆
さ
ん
の
目
撃

情
報
は
貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

　
ト
キ
を
目
撃
さ
れ
た
際
に
は
、
ト
キ
交

流
会
館
ま
で
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ト
キ
目
撃
情
報
連
絡
先

佐
渡
市
ト
キ
交
流
会
館

　
（
佐
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新
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潟
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24
時
間
受
付
）

　
佐
渡
金
銀
山
は
、
昨
年
10
月
６
日
開
催

の
世
界
遺
産
条
約
関
係
省
庁
連
絡
会
議
に

お
い
て
、｢

金
を
中
心
と
す
る
佐
渡
鉱
山

の
遺
産
群｣

と
し
て
わ
が
国
の
世
界
遺
産

暫
定
一
覧
表
へ
の
追
加
記
載
が
了
承
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
が
、
11
月
22
日
に
ユ
ネ
ス
コ
に
受

理
さ
れ
、
現
在
ユ
ネ
ス
コ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　｢

金
を
中
心
と
す
る
佐
渡
鉱
山
の
遺
産

群｣

の
掲
載
内
容
は
、
①
日
本
列
島
と
ユ

ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
間
に
あ
る
佐
渡
島
に
お

い
て
４
０
０
年
以
上
に
わ
た
る
金
・
銀
の

採
掘
技
術
や
鉱
山
遺
跡
と
建
造
物
が
残
っ

て
い
る
。
②
石
見
銀
山
か
ら
伝
播
し
た

｢

灰
吹
き
法｣

や
独
自
の｢

焼
金
法｣

に
よ

り
、
17
世
紀
初
め
に
日
本
で
最
大
の
金
銀

山
に
な
っ
た
。
③
採
掘
・
製
錬
、
金
貨
幣

の
製
造
に
い
た
る
一
連
の
生
産
シ
ス
テ
ム
が

示
さ
れ
る
。
④
佐
渡
金
銀
山
か
ら
産
出
し
た

金
が
金
本
位
制
へ
と
移
行
す
る
当
時
の
国
際

経
済
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
な
ど
が
貴
重
で

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
、
４
０
０
年
以
上

に
わ
た
る
金
銀
鉱
山
の
採
掘
技
術
の
発
展
と

鉱
山
経
営
に
関
す
る
文
化
的
伝
統
の
蓄
積
を

示
す
類
似
の
資
産
は
存
在
し
な
い
と
も
紹
介

し
て
い
ま
す
。
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佐渡の部分図（上図の拡大）
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